







































































































































































































































































































































































































⑮???? ? ???? 10ﾎ 15ﾎ ???」? ?????
　この結：果を見て調査者は日本の子どもたちがウチとソトに伴うウラとオモテ，本音と建前と
いう二重構造の支配する日本社会の特徴を既にこの段階で内面化しているという意味で，文化
一10一
に適応した発達をしていると指摘していた。確かに世の中は杓子定規にはいかないだろう。ま
たアメリカや韓国が一一maに好いとも言えないことはむろんである。長い間に狭い島国の中でう
まくやっていくために作り出してきた先輩達の知恵であり，よく言われる罪と恥の文化の違い
ということもあろう。しかし今は国際化時代でもある。また前述の千石所長の指摘する友達関
係が悪化し，教師の見ているところでは良い子だが，見ていないところではいじめが横行する。
そして見て見ぬふりの子が増え，人間不信が高まり，学校を嫌がり，自殺者を出したり，家庭
内暴力の多発していることまでも，この使い分けがうまくなっていると涼しい顔をしていられ
るかどうか？　いずれにしてもこの使い分けの構造が再び過剰になり過ぎたり，またその中に
過ちを繰り返す萌芽が含まれているとしたら，今のうちに正すところは正しておかないと，忌
まわしい歴史を再び繰り返すことにならないか？　愚か者は自ら経験することによって学ぶ
が，我々は他人の経験（歴史）から賢く学ばねばならない17）。
　つまりここで押さえておかなければならない一つのことは，わが国では戦後も教師の見てい
るところではまだ良い子が多いらしい。だから見ていない時にも，さまざまな周囲の誘惑にう
ちかって善良な行動をし続ける習性一良心の尺度一を子どもたちに育成するにはどうした
らよいかということであろう。ロッキード事件以来の総理大臣選びや，世界中の物資が集めら
れているのをよしとする現状などから，わが国の文化は恥（質）の文化から今や数（量）と力
の文化に変わりつつあるという人もある18）。が，その一方でこのように子どもの行動に一貫性
を育てず，オモテとウラの使い分けの伝統の方は奨励し続けていたら，教師はますます子ども
たちを見えない世界に追いやってしまうことになりはしないか？　そしてそのツケは前述のよ
うに間違いなく自分のところへはね返って来るのだから。
　体罰もむろん加えてはならないことになっている。従って，体罰が明るみに出ると，校長も
教師も世間に向かって謝罪する。そして応分（～）の処分も行われてはいる。しかし実際には
体罰は絶えないし，体罰を加えない教師はむしろ同僚から生ぬるいと考えられる風潮が一般化
しようとしている。そして自分では特に罰による躾はしないで良い子になっている父親に代わ
って，甘い育ちの子どもに守らせる罰則の伴う規則をやたらに作らせ，守らないと体罰を加
え，びしびし指導してくれることを教師に望む親たちが背景にいる。だから一部の硬派の教師
がこの風潮に乗って羊（～）の群から飛び出して体罰をふるうと，外野席から待ってましたと
ばかり声がかかる。そして今や頃合と見て，この暗い厳しい風潮に生徒指導等のきれいな言葉
を並べてオスミツキを与え，じわじわと締め付けの体制の仕上げをしようとしているのが，臨
教審や文部省の一部の恐い先生たちと言ってもよかろう。だからこそ，その言動が衆目を集
め，固唾を飲んで見守られている。そしてこのような本音と建前を上手に使い分ける路線にう
まく乗れないでもたもたする老がはみ出すと，「要領が悪い，タルンでいる」とよってたかっ
て見せしめのようにいじめぬいて実態に巧妙にふたをする。戦前の軍隊に典型的に見られた得
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意のなれあい的日本スタイル（モデル）が仕上げられようとしている。構想されている教職適
格審査会はこのような要領の悪い老を省くよう機能するかも知れない。それに対して子どもた
ちも極めて敏感に反応する，つまり表面は良い子で，要領の良い仲間に要領の悪い仲間をいじ
めさせ，直接関係の無い者は見て見ぬふりをして，その場を糊塗する。そして巧妙に教師がど
こまで気が付き，介入してくるかを計りながら，親に告げ口すると，一一ma蛇の生殺しよろしく
いじめぬき，つげ口を封ずるスタイルが，作り上げられようとしているのではないか？
　子どもたちは前述のようにはっきりとした報酬を何ら受け取っていないのに，あたかも両親
と同じように感じ，’同じように行い，同じように考えているかのように振る舞おうとする。そ
してやがて親たちがいない時にも，さまざまな誘惑にうちかってそのような行動を行えという
機制に従う習慣を発達させる。そしてそれに反して誘惑に負けて，してはならぬと信じている
こと（親の教え，即ち良心に反する行動）をしてしまった時には，何故か前述のように激しい
罪の感情を抱きいわゆる良心の呵責に苛まれるようになる。しかしむろん，このような心的機
制は同じように誰にでも同程度に形成されるものではない。フロイトの言うように，人はしば
しば良心過大になったり，また逆に甚だ良心の過小な人もできあがる。我々が今まさに経験し
ているように，むしろ周囲の風潮に惑わされず何が正しいかを読み取って，良心に従って行動
する強い子どもを育てることは容易ではない。多くの子どもはともすればこのどちらかに，し
かも極端にずれ易い環境ができあがってしまっているとも言える。
6．いびつな環境における困雑な課題
　ウインフレッド・ヒルによると’9），人がしてはならないと信じていることをした時に抱くこ
の罪の感情は，しばしば自己批判を含んでいる。告白を聴いてくれ罰を加えることによって救
ってくれる権威者（牧師等）を探し求めるなど，罰によって罪の感情を低減しようとする欲求
が含まれている。だから我々は悪いことをすると，その罪の償いをするために自分自身を傷っ
けたり，傷つけてもらうよう仕向けたりする。そしてこの罰による罪の低減は，やがてある人
々にとってはたいへん大きな満足をもたらすようになる。このため，告白による満足を得よう
として罪を犯したり，甚だしい時にはフロイトが治療したような良心過大症的病人に仕立てた
りもする。
　このように良心過大症気味になって動きがとれず内向的になっている子ども。外罰等によっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kて圧倒されたり（前述の自罰型のように），生まれつきの体の弱さ等から動きが鈍く，友達も
できず，内向的になっている自信喪失の子どもたち（羊の群）。彼らが前述の敵意を抱く権威
主義的な子どもにスケープゴートにされいじめの対象になることは，大いにありうるとであろ
う。権威主義的評価などによって突き放され，学校で味わう失敗や失望感が，周りで自分より
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ももっと失敗や失望感を味わってしかるべきなのに放置されていると感じるこうした子どもた
ちの存在と連合されることがある。こうした場合彼らに対して抱く非好意的な態度は，次のよ
うな発言として表れる。「あいつらこそ失敗や失望をさせられるべきなのに，どうしてこの俺
ばかりがこんなみじめな気持ちを味わされなければならないのかね」。人は自分の不都合の責
任を他人に転嫁することによって，人為的に劣等感を補償しようとする。周囲で同じようにた
えず失敗や失望感を味わされている多くのメンバーが，積極，消極の同調者になるのはむしろ
当然のなりゆきと言えよう。むろん転嫁の相手は比較的うまくやっている子どもの方とも連合
される。そのような際の発言は，「周りにも大勢の仲間がいるというのに，どうして君だけが
うまくいくのかね」2°）。同じようにこのようにして自尊心を高めようとする。この子らが異人
種か移民，帰国子女等の異質の条件を持つ子である時には，転位（いじめ）効果はそれだけ増
幅され，情け容赦の無いものになっていくだろうことは，前述の図2の般化勾配の交互作用に
よってもはっきりと示されている。
　このような環境では子どもたちを人の見ていない所でこうしたいじめの誘惑にうち勝ち，同
調者になることも拒み，善良な行動をとり続けることのできる強固な良心を持つ子どもたちに
育てることはなかなか容易ではないだろう。ヒルによるとそのような強固な良心を持つ子ども
を調べてみると，何か悪いこと（例えばいじめ）をした時，「親に詫びをいれるとか，償いを
するとか，個人的な責めを甘受するというような，悪行動について何らかの象徴的自己否定
（symbolic　renunciation）を行うまでは，許しを与えられ」ていない子に多いと言う。この際
「親たちとの感情的緊張が緩和されることが，子どもの自己否定にたいする賞の役割を果た
す」わけである。このような「象徴的自己否定の機制が，悪行をしでかす前に働くような自動
的習慣が幼い時に」形成される限り，「どんな躾をしようが子どもの心に強固な良心を」育成
できると言っている。
　これに反して悪いことをした子どもに体罰が加えられたり，特権を撤回したり，物質的な賞
が留保される権威主義的な方法がとられると，そのような自己否定を行う必要がなくなる。
「問題はある意味ではてっとり早く解決される。」つまり「外罰は自己否定や告白の習性を強
化する効果は少なく，」むしろその過程を省き，この重要な時期にそのような体験をさせず，
良心の発芽を摘み取ってしまうことにもなる。そして感情的な愛の繋がりの代わりに，恐怖や
憎悪と共にそれとはアンビバレントな羨望の念を醸成し，それを安易に他者に転位して発散さ
せる弱い者いじめの，いわゆる権威主義的な良心過小な子どもに育てることになる。前述のレ
ヴィンの一貫して感情的繋がりを重視する民主的リーダーとは対照的な，メンバーとの間に常
に一定の距離を保ち，物質的留保等外罰に頼って「自分への忠誠心と仕事の能率を操作しよう
とする」権威主義的で専制的なリーダー。彼が愛他感情の代わりに大量の敵意を醸成し，その
やり方を真似て（羨望による同一視）メンバーがリーダーの見ていない所でスケープゴートを
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探し出して転位発散させたのはこのためである。戦前の外罰で固められた軍隊がいじめ集団と
化し，敵国人に対してはともかく，敗走する際に満州や沖縄で非戦闘員の同胞に対しても示し
た数々の非人道（反良心）的行動はそのような集団における，悲劇的な末路を象徴していると
言えよう。
　しかしその軍隊も一方では敵に対してはたいへん強く，死を恐れない自爆（罰）型特攻精神
によって，世界一勇敢な最強の軍隊として敵国から恐れられてもいた。ロバート・ミードはア
メリカとは違って，比較的専制的な文化の中でもレヴィンの言うように，集団の民主的な構造
が前述のようにはっきりと優れた効果をあげるものかどうかに疑問を抱いた。北インドでヒン
ズー少年の集団を使って，レヴィンと同じように民主的リーダーと専制的リーダーのもとで作
業させて比較してみた21）。僅か6週間の実験期間ではあったが，その期間を通じてモラールは
もとより完了した作業の量も質も，アメリカでの研究とは全く逆にすべて専制的集団に軍配が
上がった。このような結果は，比較的専制的な国家の中で育った若老たちには，専制的な作業
集団の雰囲気がなじみ，それだけ快適にやっていけることを示唆しているのではないか，と言
っている。
7．繰り返されようとしている危険な賭
　いずれにしても強固な良心は「物質に方向づけられた方法（物質的賞，特権の撤回等の外
罰）や体罰によってではなく，前述の愛を中心とする感情に方向づけられた方法（例えば称
賛，孤独，愛の撤回等の感情）によって育成され」易いことは，ロバート・シアーズらの研究
によっても明かにされている22）。
　戦後日本は物質的追求によってかつてない程豊かになったが，その一一方でもっと大切なもの
を失ってきているのではないか，という声をよく聞く。例えば長い滞外生活の後に帰国した人
々の印象には，次のような点が目だっている。物の追求によって日本は豊かになったが，「人
間の心の方は歴史にかってない位貧しくなってきているのでは……敗戦のドサクサ時代子ども
と親を抱えて苦労したが，人の心だけはもうちょっと暖かだった。」23）とか。街を歩く人は皆世
界中の一流品を着こみ，街自身も綺麗になったが，新幹線の駅のように皆同じタイプになり，
街を歩く人々の表情は無感情で「歩き方のテンポは画一的，余りにも無表情で他人に無関心で
ある。」とか。戦前から日本をよく知っているヨーロッパ人が，最近の「日本人は心を無くし
て，機械的で，不気味」24）だと言っている，等々。そしてこのような違和感は，飛行場から東
京に足を踏みいれた瞬間から感じるともいう。
　確かに紀元節を国家的行事に格上げし，靖国神社に閣僚を引き連れて参拝し，高らかに柏手
を響かせ，違憲的自衛隊の増強にのみ力を入れているかのような，タカ派の首相の高人気は，
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さすがにかげりはじめたが，そのようなタカ派的風潮はなお続いている。そのお声がかりでで
きた臨教審や中教審路線に象徴される文部省の厳しい外罰（成績至上主義）に方向づけられた
管理体制。それによって教師と子どもの学校構造が専制的権威主義によってがんじがらめにさ
れても，一時的表面的には戦前の日本の軍隊のように，モラールも作業の質も量もそれなりに
高まり，維持し続けることができるかも知れない。すなわち強力な国際的いじめ集団としては
高い質と量を再び示すかもしれない。しかしその末路が戦前の軍隊国家よりも，例えば恥（感
情）よりも気味悪い数（物質）と力の文化に変質したという言葉にも象徴されているように，
一一一w悲劇的な運命を辿らなければよいがと懸念するのは，むろん以上のように私だけではない
のである。
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）））））））））））））?????????（（（（（（（（（（（（（「天声人語」　（1985年9月18日）
「中学生の切実な証言」　（同年11月19日）
rいじめ苦に9人が自殺」（同年12月26目）
「日米中学生のいじめを調査」（同年3月23日）
「熱いじゃがいもたちと先生」（1986年2月5日）
「いま学校で」　（1978年連載）
「いじめ，米国の対応を見る」（1986年2月日8）
「ロ事件の影・今も濃く」（同年2月8日）
「気味悪い」（1984年12月1日）
「違和感が私を包む」　（同年11月9日）一以上朝目新聞
「体罰したことがある」（1985年6月22目）
「体罰経験が8割も」　（1986年1月9日）
「父母とも力を合わせ」　（同年1月7日）一以上赤旗
（9），（11），（14），（19），（20），W．W．＆W．　E．ランバート「社会心理学」（末永敏郎訳）岩波書店
（12）例えば「一流進学校の高校生」福武書店調査，1979年：「子から自信を奪う成績不振」朝日新聞
　　1981年9月15日
（15）　メドニツク等「学習」（八木冤訳）岩波書店
（17）ペドレー「大学をすべての国民のものに」（拙共訳）明治図書
（22）　メイヤ「児童心理学三つの理論」　（大西誠一郎監訳）黎明書房
一15一
